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て,ビス語 ･アカ語 ･ビルマ語 の "ear"(も の)と "tolisten"(はたらき),"tofall"(自




"ear" "tolisten" "tofall" Htodrop"
*na2 *hna-huI *gla-htu *khla-hu
nahpoh (ndh-)nah-?ah kje-?ah khjeJah
LahuShi hahp音 nah-ve tseh-ve tsheh-ve
LahuNa nahpyo nahlltn tseh-1tu tsheh-1ul
リス語 (とラフ語)も,アカ語 ･ビス語 ･ビルマ語とよ く並行 していて,これらはいずれ も
タイプ 1の形態素 といえる｡これに対 して,アカ語 ･ビス語 ･ビルマ語で同じ条件をもってい
たり大きい"とり小さい","多い"ど 少`ない"は,4)
"big" "small" "many" "few"
earlierstage -hth 一員i -mJa -ni





となって,"大 きい""小さい "は並行するが,あとの例はそうではない｡ リス譜 ･ラフ ･シ譜
では"少ない"が, ラフ ･ナ語では"多い"も"少ない'も共に別の形式に入れ習わっている｡この
点ではビス吉吾･アカ語 ･ビルマ語と, リス語 ･ラフ語の問に一線を引き得 ることになるO
タイプ2として,共通態における対立関係の均衡が破れて,あとの段階では,それ らが融合
または分裂 して受け継がれてい く場合がある｡
earlierstage a b c
↓ J LL＼.i
laterstage,languageA a b c c′
＼/ ! l
languageB b′ c c′
さきに融合の例として,"tocome"をあげた｡それに リス語およびラフ語の 形式を加える















forml form2 forml(from thenorth)







が,一つの形式に融合 した｡それゆえ,ラフ語の 1ah-veは, リス語の 1dh-?ahと形式の上で
はよく一致するけれども,厳密にいうと,ラフ語には対立する formlが存在 しないから, こ
の両者は同じ職能をもっていない｡
分裂の例には,音素 トをあげよう｡あとで述べるように,分裂の条件はよくわからないが,
共通態の *1-は リス語では 1-と も とに分かれた｡
Lisu LahuShi LahuNa Akha
Hhandり *1ak l金一phkh la-k5h la-k6h la-1o
Hwind" *1iy muh-hih mをh-h5h m-hob d2a-16
このほか リス語には *hト から変化 した h-があり,ラフ語の h一に対応する｡
Lisu LahuShュ LahuNa Akha
Hmoon"*hla hah-bah hÅh-pAh hah-p畠h ba-1a
この リス語とラフ語の関係を書き改めると下のようになる｡はじめの例 "tocome"につい





































となって, リス語では form2が別の形式に吊き換えられ (?), ラフ語では共通態の 2形式が
共に kaiに入れ替わっている｡6'これに対 して,いま一つの例 "totie"と "tountie"は リ







さらに,"銀'と"自',"金"と"黄"の事物と属性の関係にある-一対の形式 も, リス語 (とラ
フ語)は,他の形式と入れ替わることがな く,共通態形式をよ く保存する｡
"silver" "white" "gold" "yellow"
LahuShi phuh - 5-phuh sih - 3^-Sih
LahuNa phuh =6-phuh sih - 6-s呈h
この事実は, リス語が,ビス語 ･アカ語に比べて, ラフ語により近いことを示 している｡そ
のうえ, リス語 とラフ語が "白い"パ黄色 い ' をつぎのように表現する点でもまったく亜行す
る｡
6) あるいはリス語 gト?ah,ラフ語 k占iは,いずれも同源形式であり,form2の共通形は *glE～gla
(?)であったことを示すのであろうか (cf.Tibetanbgro-ba)｡なおビルマの Maru語にも,2形式
の対立を考え得る｡私が調査した Mitkyinaの方言では "togo"は 15- であったが,Bhamoの束




forml *jg-wa JE-Wa jE-
form2 15-wa 151Wa lol




最後に,直接には結びつかない形,ビス語 ts心g-tsu相 と ア カ語 ?a-b6が,ビル マ語 形































7) この -e-は動詞語幹と動詞 su侃Ⅹ-veに介在して,ある状態を示す su用_Ⅹである｡
8) リス語は,一般にラフ語と近いけれども,一方でラフ語系でないことを特徴づける単語形式もある｡
たとえば "salt"がそうである. Lisutsha-bo,Akhasla-d7g,Bisuts〇-mE,Bur.tsha2に対して
Lahu語はShia-1丘h,Naa-1bh で特徴づけられる. このラフ語形は, t`olick"ShilET-ve,Na
16-lt皿 と関係する｡なお "sugar"は Lahu語では alとhmとh<甘い塩> と表現される0
9) 拙稿 ｢ビス語の系統(続)｣『東南アジア研究』第4巻第 5号(1967),p.854-参照
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言えば ruleX はA語B語C語に適用できるが,ruleY は,A語,C語にのみ適用できて,
B語には通用できないといった範岡である｡




換言すると,B語には ruleY によって見つけ出せる同源形式がまったく存在 しない場合で
ある｡ しかし,このような極端な場合はむしろ少な くて,A,B言語のこの ruleにあてはま
る大部分の形態素は,B言語にはないが,ごく少数の形態素は対応形をもっているのが普通で
ある｡
A language Blanguage Clanguage





は,A語 -a,B語 -a,C語 -aという明瞭な対応関係をもつが,これがA語の -a形式のす
べてには たらくのではな くて,-a形式の中の若干の形態素には,別の ruleZが通用される
という限定である｡
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LahuShi tsAh-ve: LahuNa tsAh-1u : Akha dz良一丘Ⅶ
Maru ts5- Bur. t邑a2-se : Lisu dzえー?ah
Lashi ts5- Bisu tsa一ge Nyilolo dza
この対応関係について,まず目立った三つの特徴を指摘できる｡
1) Lahu.Shi,LahuNa,Bur.,Maru,Lashi,Bisu語の vOicelessinitialに対する Akba,
Lisu,Nyilolo語の vOicedinitial
2) LahuShi,LahuNa,Bur.,Bisu,Akha,Lisu,Nyilolo語の -aに対する Maru,Lashi
語の 一〇
3) Lahu.Shi,Bur.,Maru,Lashi語の hightoneに対する LahuNa,Bisu,Akha,Lisu語
の low tone
これを表にすると,つぎのようになる｡
? ? ? ??
? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? 】 ? ? ??







? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ?? ?? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ??? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?

























したが って,これ らの対応関係は,通則として認めて差 し支えがない｡ ところがこの通則を
そのまま適用できない形式が出て くる｡ たとえば "frog'がそうである｡
LahuShi pまh Maru pかhaun Akha xえpha
LahuNa paI卜kah Lashi p〇一Ⅹbun Lisu u6-pa
Bur. pha2 Bisu kopna 二Thai Nvilolo pa
さきの母音の対応に関す る ruleはここにも適用できるが, 初頭 予苦 と声調については,さ
きとは別の対応関係が認められる｡
1) LahuShi,LahuNa,Maru,Lashi,Lisu,Nyilolo語の voiceless unaspirated:Bur.,
Akha語の voicelessaspirated
3) LahuShi,BUT.,Maru,Lashi,Lisu,Nyilolo語の hightone:LahuNa,Akha 語の
low tone
これ らも果たして,通則 とできるか,あるいはさきの通則の subrules とすべ きかは,他の
並行例を求めて 検討 しなければ ならないO しか し,この対応関係に 根拠を おいても,さきの
subgroupはだいたい 支持 されることになるが11),言語間の subgrouping の問題は,対応関
係を詳細に検討すればす るほど,非常に複雑なものになって,その分割に決定的な根拠を見出
し難 くなるのが常である｡ この事情は,単語構成を考慮す るといっそう厄介になる｡さきにあ
げた "tocome"はこれ らの言葉のすべてに共通 した形式を もっていて, その単語の構成法 も
言語間によ く並行 していたO ところが "tiger"の場合は少 し事情が違 っている｡
10) =toride"は,声調で上述の ruleと合致し,母音の対応は
LahuShi LahuNa Blr. Maru Lashi Lisu
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"tiger" "tocome'
LahuShi tsah一 m丘h lah-ve
LahuNa はh lab-1tu













"tiger'la の対応関係は, ラフ ･シ語に 同源形式を 欠 くほかは,"tocome"とともに, 千







ているか,そして,さらに "飯をた く'がどのような形で表現されるかもさぐる必要が出て く
る｡換言すると,これらの言葉で "tOeat"は同源形式であったが,それと意味的に密接な関




LahuShi ?5h Bisu h軸
LahuNa ?6h Lisu dzah
Akha ho Bur. thamaて)2,a-t菖a"food"
10
12) 〟虎"の laと"来る"の laは前者が無声初頭音の声調をとり,後者が有声初頭音の声調をとる点
で対立する｡






"boiledrice" には Lahu,Akha,Bisu 語の *hauと Lisu,Bur.の dza の2形式が分布 し
て,二つ0)グループに分かれるc
Htoboilrice"
LahuShi tsah-ve Bisu h的 ts血りtSult)-りE
LahuNa tsahJuJ Lisu dzahkjah-?ah
Akha pt卜丘ul Bur. prut-se





LahuShi LahuNa Lisu Akha Bisu Bur.
a. toeat tsah-ve tsahlltu dzah-?ah dz良一丘ul tSa一郡 t菖a2-se
b. toboilrice tsah-ve tsAh-1tu kjah-?ah pt1-6uJ tS山口-耶 Pruトse
c. boiledrice 75h ?bh dzah ho hat) a-t邑a







さて, リス語には巽源語の形式がかなり多い｡たとえば "torub"BUT.khyei-de< khyiy-
se,:Bisukhji一粥,:Akhad2ト丘tnに対 して,リス語は tshah-?ahであり,"duck"Bur.wam2-

















































1. リス譜中平型 :漢語 陰乎調
tshun "onion": 葱 ts`og14
ftlhkjao "pepper": 潤轍 Ⅹu31tqiau44
janko "pot": 洋鍋 ia31kuo44
tshahkuan "kettle": 茶辞 tF`a31kua44
khjihan "saddle": 騎鞍 t(打 31包44













phien?ト?ah "tobecheap": 便宜 p`ian44i31(-?ahは本来の リス語)
jihkan "liver": 肝 kan44(jih-は本来の リス語)
2. リス語低平型 :漢語 陽平調
tshahj芭h Htea": 茶液(?)16) tpa31ie13
janftlh "bottle": 洋壷 iaxu31
16hthin ‖ladder": 枝梯 1au31t`i44
1ian りtobecool":涼 lia31
thints血 "hoof":蹄千 t`i31tSl53
?壷h "duck": 鴨 ia31tS153
ftlhldh "gourd": 胡意 Ⅹu311u31
tsbhtsuI"table": 卓手 tpuo31tS153
tshah-?ah =torubH: 擦 tsLa31(-?ahは本来の リス言吾)
cf. 上掲 "pepper" "saddle"
3. リス語低平型 :漢語 上声謂
sah Humbrellaけ: 傘 S5153
khh "adrum": 鼓 ku53
16) この jyehには,かりに液をあてたが, ビルマ語 laphak-ra員/lapheje/の -ra広く-ra∋丘 と同源形
式である可能性も考えられる｡茶菓ではない｡
--13-- 13
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phihsih "buttock":尾口 p`i53(-Sihは リス語 ?)
16hs心e "adrop": 露水 1u13Fue53
j6htsin "tobeimportant': 要緊 iau13tqi53
kjekje "eldersister": 姐姐 tqie53tqie53
?色?a-?ah "tobelowり: 焦 E53
hbhpan 〃torchけ: 火把 Ⅹuo53pCL53
hbhtha Hcharcoal": 火炭 Ⅹuo53t`a13
jahah "match": 洋火 i畠31ⅩuO 53
cf.上掲 "adumb', "tolike"
4. リス語上昇型 高平型 :漢語 去声調
Ⅴahtsu "socks":裸子 ua13tS153
1ahtsu "chili": 裸子 la13tS153
1ahsu畠n "garlic': 殊蒜 la13Sua13
kde-?ah Htobedear': 貴 kue13
1i畠n "tobebright':亮 1ia13
paht昔h "chair":板菜 p孟53t513
thehw畠n "tenthousand': 一高 u畠13(thとhは リス語 りⅠ')













"frog"uo-pa この uoは漢語 蛙 ua44からの借用語
"trap"jvlh -ua この uaは漢語 網 uaからの借用語か ?
14 - 14-
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"topaint"jaqSthhn血h-?ah この j毎 S血hは漢語 顔色からの倍用語
"tomove"th6℃ja-?ah この th6gは漢語 動よりの借用語か ?
Hacover'jvlhkae この kaeは,漢語 蓋(子)よりの倍用語か ?17'
より不確定な単語として,つぎの形式がある｡
"hotseason'kanthihthe この kanは漢語 千より0)借用語 ?
"rainyseason"jihsdethihthe この jihs血eは漢語 雨水よりの借用譜 ?
"sharpener"sbhdtlh この sbhは漢語 削よりの借用語 (-duh道具を示す本来
の リス語)





"toshow'Lisupiah-Stilhは Bur.pya-seに,=tobeenough"16h-?ah は Bur･1〇k-se
に "picture"jihphbqは Bur.pum にそれぞれあたる｡ これらの -苫血h,-?ah,jih-は,い
ずれもリス語本来の形態素である｡これらの単語が倍用語であるという決め手はない｡それに
対 して,かなりはっきりと借用語と断定できる形式 もある｡m芭idト?ah"toforget"の mさi-



















Fraserの記録 した騰越周辺の リス語では, "glass"は paw3-1i5,"pen"は pi2である｡19)
これらが漢語の改璃および筆から借用された単語であることは疑い得ない.このクークの ])ス







と, 3言語は共通形式 phuをもっているが,リス語は 漢語から借 りた f心hl血hを (雲南の リ












を発見できる｡たとえば, リス語の dz-,tsh-とビルマ語の kr-,ky-,khr-,khy-の対応と










*gra-を設定 したOこれにはラフ･シ譜 ka-vei,ラフ･ナ語 kまka-1tu,マル語 gj5-,ラシ譜 gj5-
が対応するから,この共通形式は信頗できる.これにあたるリス語の形は,behdzえh-?ahで



















































stops africates fricatives nasals lateral
k kh g? Ⅹ首 h B り
p ph ち f v m
t th d tstshdz s z 菖 j n n 1
および子音音素結合 k上 kh十 g上
一一17- 17







い｡対応例としてあげた2単語 〟tostir"と りtobite"には, リス語のつぎの形式があたる｡






















Lisu guaai-?ah LahuShi b丘h-ve


























jihku-dzuI: 5首ihka: 6紳 ka






MaruI sakkyi Bisu?at卜khjとI Bur. mrac




ii) Bisut-:Akhat-: Bur.ト : Lisut-.
Bisu t-:Akha ト:Bur.ト:の対応を示した三つの形態素には, リス語のつぎの形式があ
たる｡
Lisu Bisu Akha Bur.
HoneM tih-thとh ttu ti tac
Hjaw" d去り-t6h m套n-t軸 me-tbn )く



























Lisu Akha Bur. Lahu
a) ト : t- : t-: t-
b) ト ･. d-: ト : t-
C) d-: d-: t-: t-
d) d-: d-: t-: d-
したがって,この系列のどれにも属さないこの リス語の -d心hは例外的な形式で,本来は -ttlh
であるべきことがわかる｡b)の対応例を,ここであげておく｡
Lisu Akha Bur.
‖tokickM tih-?ah di一丘u ti2-se
Htospit" ti-?ah dd-Ⅹa tuy2-se





iii) 前稿では Bisup-:Akbap-:BUT.p-の対応例を発見できなかったが, リス語 ･























iv) Bisu?-1.Akha7-: Bur.?-: の関係を示した四つの単語は, リス語ではいずれも
別の子音音素ではじまる｡
Hbottom" jihd6h Htoenter' d(もh-?ah






















Bur.,Maru,Lashi,Akha,Bisuはいずれも ?u 形式であるのに対 して,LahuShi,Lahu
Na,Lisuでは別の子音音素にはじまり,その子音の性格に階程があるように考えられる｡
LahuShi Lisu LahuNa BUT.
Hguts" gu bu fu ?u
Hegg" 首u fu ?u ?u
なお Lisu7-:Bur.7-の関係が成りたつ例も少数はある｡
Lisu BUT. Lisu Bur.




kh-であり,他の二つには tsh-があたる｡この tsh-はビルマ語の khr一に応 じる形であり,
- 21- 21
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リス語では kh-のあとの -r-が脱落 しなかったことを意味する｡22)
Lisu Bisu Akha Bur.
"dog" kh血h kh血 ?a-kh血 khuy2
〃foot" tsh血hpjah lakh血 ?a-khth khriy
"thread" tshuhza khthp khan khra邑
リス語の khr-の保存という特徴は, ラフ語 とも一致せず,ビルマ語 とのみ並行する.
LahuShi LabuNa
Hfootけ khih khthh
"thread" 紳 khもh 紳 kheh
このほか Lisukh-:Bur.kh一にはつぎの形態素がある｡
Hhole' Lisu khd Bur･ ?a-kh〇g2
日tocutM kh血Jah khut-se
〃tocallM khuh-?ah kh〇一se
"year" khb khu3 (Akhakh山一丘u)
〃basketM khathu Akhaxakha
ii) Lisuph-:Bisuph-: Akhaph-: BUT.ph-: (Lahuph-)
Bisuph-:Akhaph-: Bur.ph-の対応通則は, リス語にも通用できる｡










H1eaf" 5-pha sa pha
Htoopen" ph〇h-ve phoh-1u
22) リス語の "dog"は ?ah-nlahであるが,十二支にのこる同源形 kh血hを用いる｡これには,Lahu
Shiphi,LahuNaphthがあたる.すなわち "dog"には,khuIとphuIの二つの形式があった.
kh-とph-の交替には,並行例がある｡ビ ルマ語で "foot"khriyに対して,"sandal"はphトnap
という｡この複合形式に認められるphト は,リス語 ･ラフ語の構成法から類推して, "足'の別形式
に違いない｡ f`oot'= s`andal'‥ d`og"の分布を表にすると,つぎのようになる｡
Lisu LahuSh呈 LahuNa Akha Bur.
f`oot" tshulh-ph義h khih kh血h ?a-kh血 khriy
"sandal' tshuユh一品i khih-nエ khdLh-nd s昌一n6 phi-nap




Lisu LahuShi LahuNa Akha Bur.
"tovomit" pheJah pheh-ve phih-ve phe一丘u phat-se
"white" phuh phuh phuh phjd phru
iii) Lisuth-:Bisuth-:Akhath-:Bur.th-(Lahuth-)
Lisu LahuShュ LahuNa BUT.
"tobethickM thuh-?ah thbh-ve thdh-ah thu-se
"upon" thA 5-tha 6-tha a-thak
〃whenM ?a-1i-th益 khatha khatha ×
"torise'には,三つの共通形式があった｡
Bisu BUT. Lisu LahuShi LahuNa Akha
*tha- tha-qE tha-se x x x x
*tu- × × tu-?ah tuh-ve tub-luユ ×











Lisu Bisu Akha Bur.
Hstar" ku-za 7t卜k血 ?a-gul kray
Htoplay" kah且ih-?ah x nトga一丘u kat菖a2-se
"nine" kdh x gcb ku 2
Lisudz- : Bisuk- Akhag- : Bur.kr-khr一については さきに述べた(p.17)｡
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ii) Lisug-:Bisu?:Akha?:Bur.kh-




































Lisu LahuSki LahuNa BUT.
bih-?ah bih-ve bih-1u pra丘3-se
bihkh血h x beh苫血h pra員
bob-?ah b昔-ve x x
b苫-?ah b5-ve b6-1Ⅶ ptu3-se
Bisup-:Akhab-:Bur.p-の通則には,Lisub-を加えることができるが,ラフ語の対
応形にしたがって,iia),iib)の二つの subrulesを考えねばならない｡
iv) Bisut-:Akhad-:Bur.ト の通則には Lisua-を加えることができるが,これも
ラフ語の対応形にしたがって,二つの subrulesを設定する｡
24






"wing" d夕h-1益 t5hla tbhla
"head" ?血h-dテh x ?athkbh









Htodig" dテh-?ah dtlh-ve duh-1tu tu2-se
〃towearり d(bh-?ah d主h一Ve d6h-1tu ＼/
Htodrinkり d0-7ah dうh-ve dbh-1uI /㌔
なお Lisud-:Akhad-の対応例はこのほかにもあるo
Lisu Akha
〃rice-Beld' de-mi de?i-ja =body"





Rule4および Rule8の弁別はビス語の対応形が stopsであるか nasalsであるかによっ
た｡このビス語の対応形を 考慮外におくと, リス語 もラフ語も Rule4,8共に同じ形で 対応
する｡
i) LisuI-: Bisug-ロー : Akhag-: Bur.ロー (Lahu ロー )
Lisu LahuShi LahuNa BUT.
"I" ℃ua t)ah t)ah qa
"fish" qu良 房h 頭h l〕a2
"toborrow' qua-?ah 由h-ve gah-1tH hりa2-se
〃five" I)ua 頭h-mah 頭h-mah qa2
明らかに同源形式と考えられるが Lisut卜:Lahuh-の対応を示す例が一つある｡
Lisu LahuShュ LahuNa Bur.
Htocryけ りuh-?ah hうh一Ve hah-1u quISe
ii) Lisum-:Bisub-m-:Akham-:Bur.m-(Lahum-)
Lisl LahuShi LahuNa Bur.
"tobehungry" mdl-?ah me-ve m山一lu mwaトse
Heye" mla m這sih me-sih myak-t邑i
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"grass" mb m音 m mrak
"horse" ?ah-mbh mをh j王Thh mrag2
"oldperson" tshohmbh tsh5hm5h tsh6hmbh ?ulmat)2




























Lisu LahuShi LahuNa B1】r.
nah-?ah nah-ve nahluユ na-Se
nもh-?ah ndh-ve nuh-a n13-se
ne-?ah nayIVe n昌一と-ve nak-se
nuh n5h n8h naモ)
n音h-?ah x n色h-a ni2-se
丘ih一ma nihmasi nihmasi hnac
Bisuhn一について設定した subruleiiib)および iv)Bisuh丘-: Akhan-:Bur.丘-
はリス語では意味をもたない｡
Lisu LahuShi LahuNa Bur.
〃day" 員ih 5nib nih ne3<niy3
日tolistenけ nanah-?ah nab-ve nah-1m na2-se
Hfinger" 1盆Ai lanをh lan6h lak丘tn2
日youngerbrother" aih-za (anayh) nih-pa-e ai
しかし,Ⅴ)Lisu丘-:Bisuh丘-:Akhaa一･.Bur.n-hり-:Lahup-が成立するo
Lisu LahuShi LahuNa Bur.
りtobeshort' 鼓すh一軒h-?ah qEh-ve 扉h-ah nim2-se
"bird" 員益 gva q孟 hgak






Lisu Bisu Akha BUT.









































































































リス語 6-は, ビルマ語の ト または r-に対応 し,h-は hr-h1- にあたるO それゆえ,
ビルマ語 "house"?im は *rim か ら (Tib.khyimく khrim?),〃moon〃laは *hlaか ら来
源 したと考えられる (cf.Tib.zla-ba)｡また, リス語 "good'Ⅹah-?ahは,ビルマ語 hla-se






























そのほか "thorn'Lisuj王hkahdztHh:LahuShia-tshtlh:Bur.tShu2-pag の リス語
形は,もともとは tshtuhであろう.
iii) Lisutsh-:Bisutsh-:Akhatsh-:Bur.t菖h-(Lahutsh-)
Lisu Akha LahuShi BUT.
HearthM mih-tshah mi-tsha 〉く ×
Hmortarけ tsh血hkhdh thantshrh tshもh-mえ 菖ーhum
"person" 1ahtsh6h tsh6-ha tsh5h x
iv) Lisukhj-tsh-:Bisutsh-:Akhats-:Bur.t菖h(Lahutsh-)
Lisu Akha24) LahuShi Bur.
"deer" khjeh tse tsh芭h tShat
"tospeak" khjdeh-?ah x x t邑hu工2-se
"tojoin" tshah一首tuh tsha一員u tsh言h-ve t弘ak-se
"goat" まh-tshi (kト) ahtshih t菖hit
Rulell.
｢ビス語の系統｣では Rulell i)および ii)を,ビス語の対応形がkhj-であるか t菖h-
かによって分けた｡ リス語を中心とした場合,この区別は,とくに意味をもたない｡
i) Lisukj-:Akhakh-,t菖h-:Bur,khy-(Lahuk-ts-)
Lisu Akha LahuShュ Bur.
"fence" b(£hkj(王 ja-kh血 koh khram
"tobesour" kjyh-?ah jo-t菖he tseh-ve khya五一se
24) アカ語は "deer"に tseとtshiの2形式があるが,母音の対応関係からみると,tseのほうが正
しいと考えられる｡
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"toboil" kjahJah x tsah-ve khyak-se















































































Lisu Akha LahuShi BUT.
"pig" ?ah-ve ?a-za va wak
"tobly" vuJah zlh-atu v壬h-ve way-Se
Hclothes' vihtshi x vTkAh a-wat
"flower" silhweh abbje s音 Ⅴさ ×
なお iii)Lisu首-:Bisuv-:Bur.W-(Lahuv-)の対応関係がつぎの例に見 られる｡
Lisu Bisu LahuShi BUT.
ii) "tobefar" ¥lhhJah v%-gE Vih-ve wly2-se
"lefthand" 1壷 ythh )く ＼ 1akway2
Rule14.
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ii) Bisuhj-:Akhaj-:Bur.t菖h一には,Lisuh-(Lahuz-)があたる｡
Helephant' ha一ma ja-ma zah-mah t菖hat)2
さきに掲げた〃tofish"は リス語では別の形態素 miaJahが使われ,これはビルマ語 hmya2-
seに対応する｡
Rule15.
Bisuhト :Akha仁 :Bur.kr-y-とした形態素には, リス語 j-が対応する｡
Lisu Bisu Bur. LahuShュ
"hen" ?a-jdhma hja krak 首a-mah
りrighthand' lieja (1ahma) lak-ya la-sah
(cf."field"Bisuhjま:Akhaja:LahuShihah:Bur.ya)
つぎの Lisu首-:Bur･y-の対応をもつ単語は異源形式であろうか.26'
Lisu BUT. LahuSki Bisu
…tofan" 首d!h-?ah yab-se pheh-ve pj和一耶












i) Bisu1- :Akhal- : Bur.ト および ii)Bisuhト : Akhaト :Bur.hト には
Lisuト (Lahu1-)を追加できる｡
Lisu






























Bisul-:Akha1-.BUT.C1-にも Lisuト が あたる (Lahuト h一)0
Lisu Akha LahuShュ Bur.
"tiger" lah-ma xala ldh(LahuNa) kyaZ< kla2
日stone" 16hdihpdh xalo h〇h一m主h ky〇k<kl〇k
"grandson" 1ih-pa ?a-1i 5-h5-E mriy2< mliy2
以上,｢ビス譜の系統｣において提出したビス語,アカ語,ビルマ語の親属関係を証明する rule
lから17にしたがって, リス語の対応形式を求めた｡ その結果, リス語については,rule
4と8の区別が 無意味になり,そのほかの rulesには, い くつかの subrulesを認めること
になった｡また "snake"のように,さきにあげた対応関係が誤 りであることが わかる例も出
てきた｡ Rule17の中で Bisu?u-1的,Akhaa-10,Bur.mluy としたのは実は誤りで, ビル













リス語の fuh,ラフ語の vTh～vGhはビルマ語の 11uy(Tib.-rut)に対応する｡ リス譜 f-は
hw-よりの変化形であり,h-は共通形式 C1-に対する規則形であるから, リス語の fuhが
BUT.mluyに対応することは十分証明できる｡(cf.Rule9.2および上掲 "rat","torelease"
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Lisufu-7ah:Bur.hlwaトse参照)0





Lisu Bisu Akha Bur.
1) voiceless voiceless voiceless voiceless
2) Voiceless voiceless voiced voiceless
3) voiced voiceless voiced voiceless
前稿で,私は 1)の共通形式に voicelessを,2)3)には voicedを設定 した｡ この設定を










いま一つの特徴として, リス語 首-Ⅴ-をとりあげよう｡ これは,ビルマ語 r-W-とつぎの
関係になる｡ リス語の Ⅴ-はビルマ語の W-とも r-とも対応 し, ビルマ語の W-は, リス












"針" "家' =骨" ‖喉" "得る"
Nyilolo 首ち22 耶 22 苫u ll l記 33苫ul ll YCL22
Ahilolo o44 0 44 苫 11 1e22ち 21 044
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西田 :リス語比較研究
Bur. ?ap< *rap ?im< *rim a-ruZ2 1a丘Ikhrつり ra3






2) 音素結合が africateに変わるC *khr-,gr-
3) 主核音を脱落させて,副次音を主核音とする｡*k1-,m1-
4) 副次音を脱落させる｡*kr-,phト,phr-,bト,br-,mr-,ly-,hly一
例 1) 上掲 *ky-> kj-"tofall",*pr-> pj-"toshow",*khy-> khj-"navel",*by->
bi-"bee',*my->mi-"many"a-mya2> a-miah,*hmy-> mi"to丘sh",*ry-> hi-
Hhundred"
2) *khr-> tsh-"foot",*gr-> dz-"tohear"
3) *kl一二>ト "tiger'', *mL> ト "grandchild"
4) *kr-> k-"star",*ph1-> ph-"white",*phr-> phJ'tountie",*bl-> b-"taro",
*br-> b-"tobefull",*mr-> m-"tobehigh'mrag3-se> mo-?ah,*1y-> 1-"to
lick",*hly-< ト "tongue"
*py一,*pl-,*khl-,*phy一,*hmト,*hmr-の リス語の対応形は不明である｡
私は,前稿においてたてたこれらの Rulesの指標形式と それから推定 した共通態の 子音体
系を,今の段階で改める必要があるとは思わない｡ リス語 もビス語 ･アカ語 .ビルマ語 (そし
てラフ語)と同じ共通態の体系から来源 したものと考えている｡そして,以上の比較研究によ
って, リス語の子音形式の来源形がいちおう明らかになったが,ここに提示 した例は, リス語
の単語全体の中 の一部分であって,なお来源のわからない形態素が多 くのこっていることも付
け加えておきたい｡それらがいかなる性格をもつものであるかはあとの章において再び述べて
みる｡
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